
1 

 

 参考（１）  

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 「常陽」質問管理表 

2019年 10月 28 日 

日本原子力研究開発機構 大洗研究所 高速実験炉部 

番

号 
条番号 項目 

関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

1 32 炉心等 
― 第 254 回 

標準平衡炉心の平衡組成に関し、制限事項を決める際の

照射燃料集合体の装荷パターンに対する考え方を説明す

ること。 

・第 257 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 4 

2 32 炉心等 
1 第 254 回 

標準平衡炉心に関し、制限事項を決める際の MK-Ⅲ炉心

からMK-Ⅳ炉心に至る移行過程の取り扱いについて説明す

ること。 

・第 257 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 3 

3 32 炉心等 

― 第 254 回 

出力分担に関し、MK-Ⅱ、MK-Ⅲと比べ照射燃料集合体の

割合が小さくなっているが、核燃料物質の装填量を少なく

しているのではないか。その場合、核特性値は必ずしも安

全側とはならないのではないか。その他にも、炉心構成に

よって、最大過剰反応度、制御棒価値、これらに基づく反

応度停止余裕も変動するが、厳しい条件としているのか説

明すること。 

・第 257 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 4 

4 32 炉心等 
― 第 254 回 

炉心の変更に当たり、原子炉冷却系統施設の冷却能力を

変更しないことで非安全側となることはないのか説明す

ること。 

 

5 32 炉心等 
2、3 

第 254 回 

第 257 回 

核特性に関し、炉心構成の幅と不確かさから変化範囲を

限定したとあるが、具体的な内容について説明すること。

制限値の設定根拠と妥当性を定量的に説明すること。 

・第 261 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 9 

6 32 炉心等 5 第 254 回 
MK-Ⅲから変更した炉定数及び解析手法について、変更の

内容、理由及び影響について説明すること。 

・第 261 回 資料 1-3 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 7 

7 32 炉心等 
― 第 254 回 

炉内燃料貯蔵ラックに燃料が装荷された場合の影響につ

いて説明すること。 

・第 261 回 資料 1-3 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 6 

8 32 炉心等 
― 第 254 回 

制御棒の燃焼による制御棒のストローク曲線への影響に

ついて説明すること。 

・第 261 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 9 

9 32 炉心等 
5 第 254 回 

核設計の信頼性に関し、MK-Ⅱ、MK-Ⅲの実測値をどのよ

うに設計に反映したか説明すること。また、照射燃料集合

体の装荷パターンにより実測値の不確かさも変わると思

・第 261 回 資料 1-4 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 8 
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うが、これらの包絡性についても説明すること。 

10 32 炉心等 
― 第 254 回 

燃焼補償、出力補償の反応度に関し、MK-Ⅲ炉心の実測値

を示すこと。 

・第 261 回 資料 1-4 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 8 

11 32 炉心等 ― 第 254 回 
制御棒の挿入位置が炉心の評価に及ぼす影響について説

明すること。 

・第 261 回 資料 1-1 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 9 

12 59 原子炉停止系統 ― 第 254 回 
後備炉停止系に関し、様々な状態を想定した場合の制御

能力について、説明すること。 

・第 257 回 資料 1-3 

13 59 原子炉停止系統 
― 

第 254 回 

第 257 回 

後備炉停止系による高温停止に関し、最終的な停止まで

のプラント挙動や対応について説明すること。 

 

14 53、59 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止、原子炉停

止系統 

― 第 254 回 

原子炉停止系統の独立 2 系統化に関し、同一構造である

制御棒、制御棒駆動系の共通原因故障の防止等、原子炉停

止機能の信頼性確保に関する考え方について、多角的な視

点で、幅広い事象を想定した上で、説明すること。 

 

15 32 炉心等 5 第 257 回 
最大反応度添加率に関し、制限値と安全評価の関係を例

示すること。 

・第 261 回 資料 1-2 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 16 

16 32 炉心等 
― 第 257 回 

被覆管の熱設計基準値の設定に関し、設計応力強さ（Sm）

について、ASME を採用していることの妥当性を説明する

こと。 

・第 261 回 資料 1-6 

・第 265 回 資料 1-2 別紙 2 

17 32 炉心等 ― 第 257 回 
被覆管の熱設計基準値の設定に関し、急速加熱バースト

試験データの照射量依存性について説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

18 32 炉心等 

― 第 257 回 

被覆管の熱設計基準値の設定に関し、急速加熱バースト

試験データ（FFTF データ等）で、「常陽」の過渡時の設計

許容応力に相当する熱設計基準値以下で破損しているデ

ータの取扱いについて説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

19 32 炉心等 ― 第 257 回 
被覆管の熱的制限値の設定に関し、クリープ強度に対す

る照射効果の影響について説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

20 32 炉心等 
― 第 257 回 

燃料の熱設計基準値の設定に関し、燃料融点 2720 ℃の

設定方法、及び O/M 比の設定、Am 含有率の設定根拠につ

いて説明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

21 32 炉心等 ― 第 257 回 
燃料の熱設計基準値の設定に関し、測定誤差の根拠を説

明すること。 

・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 

22 32 炉心等 ― 第 257 回 燃料融点の設定の保守性を実績値で示すこと。 ・第 265 回 資料 1-1 別紙 11 
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23 32 炉心等 ― 第 257 回 工学的安全係数の内訳について説明すること。 ・第 265 回 資料 1-1 別紙 13 

24 53 多量の放射性物質等

を放出する事故の拡

大の防止 
13 第 257 回 

後備炉停止系の反応度制御能力に関し、多量の放射性物

質等を放出する事故の拡大の防止（以下「BDBA」という。）

の評価で過渡的な挙動を含めて説明すること。なお、ULOHS

の原子炉停止機能がないと仮定した場合の最終的な炉停

止についても、HTTR の議論も参考に考え方を示すこと。 

 

25 32 炉心等 ― 第 261 回 
反射体領域等へ装荷した材料照射用反射体に関し、炉心

への影響等について説明し、必要な制限を検討すること。 

・第 265 回 資料 1-1 

26 32 炉心等 ― 第 261 回 
制御棒の配置に関し、配置が固定であれば、配置を限定

する記載とすること。 

・第 265 回 資料 1-1 

27 32 炉心等 
5 

第 261 回 

第 265 回 

核設計・熱設計・機械設計に関し、設工認申請段階の評

価項目や評価方法、結果等について説明すること。 

・第 309 回 資料 1-1 別紙 10、13 

28 32 炉心等 
16 第 261 回 

設計応力強さ（Sm）の設定に関し、ASME よりも緩和して

いる点について、その根拠（照射データ等を含む。）を明

示すること。 

・第 309 回 資料 1-1 別紙 8 

29 32 炉心等 
― 第 265 回 

第 32 条第 1 項への適合性に関し、規則解釈の「予想され

る全ての運転範囲」に対して、途中出力の取扱いについて

説明すること。 

・第 269 回 資料 1-1 別紙 18 

30 32 炉心等 
― 第 265 回 

第 32 条第 3 項への適合性に関し、規則解釈の燃料被覆管

による閉じ込め機能及び制御棒の挿入性の確保について

説明すること。 

・第 269 回 資料 1-1 別紙 21 

31 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、高速炉の安全上の特徴を踏ま

えて（海外炉の事故事例を含めた最新知見の反映を含む。）

事象想定の妥当性を説明すること。 

 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 2 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 2 

32 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、各事象と安全評価で機能する

安全施設との関係を説明すること。 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 3 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 3 

33 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、事象の初期状態や事象進展

（事象の進展過程における安全機能の喪失の想定の妥当

性を含む。）を説明すること。 

 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 9 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 15 
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審査 
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34 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、スクラム反応度について制御

棒の挿入開始位置の設定の保守性を説明すること。 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 5 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 5 

35 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 265 回 

第 13 条への適合性に関し、反応度係数の設定の保守性を

含め、標準平衡炉心が対象ではなく、運用される全ての炉

心を包絡する条件での評価であることを説明すること。 

・第 269 回 資料 1-2 別紙 9 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 15 

36 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 
第 265 回 

第 299 回 

第 13 条への適合性に関し、解析コードについてその妥当

性を説明すること。 

 

37 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

31 第 269 回 

設計基準事故の想定から燃料スランピング事故を削除し

た理由としている技術的見地等の具体的な説明をするこ

と。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 2 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 2 

38 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

31 第 269 回 

運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故の事象選定に

当たり、炉心への影響に係る圧力の異常について、起動時

も考慮して抜けがないことを説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 2 

39 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

32 第 269 回 

単一故障の仮定に当たり、制御棒の異常な引抜き事象で

は、1 ループのポニーモータ引継ぎ失敗を仮定していない

ことについて説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 3 

40 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

32 第 269 回 

１次主循環ポンプ軸固着事故にのみ単一故障として、逆

止弁の開固着を仮定していることについて説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 3 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 3 

41 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

32 第 269 回 

逆止弁の開固着時のコーストダウンについて説明するこ

と。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 11 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 11 

42 12、13 安全施設、運転時の

異常な過渡変化及び

設計基準事故の拡大

の防止 

32 
第 269 回 

第 287 回 

放射能閉じ込め機能に関し、構築物、系統及び機器の多

重化の具体的な内容について説明すること。その他の重要

安全施設についても同様とする。 

・第 299 回 資料 1-2 別紙 2 

43 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事
― 第 269 回 

原子炉保護系の応答時間に関し、動作時間の実測データ、

検証結果について説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 4 
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故の拡大の防止 

44 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 
― 第 269 回 

冷却材流路閉塞事故に関し、局所閉塞による燃料破損と

核分裂生成物ガスジェット衝突による影響評価の関係、及

び燃料破損検出系による破損の検出と原子炉スクラムに

関する事象進展と猶予時間について説明すること。 

 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 13、別紙

14 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 13、別紙

14 

45 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 269 回 

未臨界状態からの制御棒の異常な引抜き事象に関し、制

御棒の挿入パターンについて説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 8 

46 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 269 回 

出力運転中の制御棒の異常な引抜き事象に関し、反応度

添加率が大きい方が必ずしも厳しい結果を与えるわけで

はないことから、反応度添加率として 5￠/ｓを想定した

考え方について説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 10 

47 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 269 回 

１次冷却材漏えい事故に関し、破損箇所と破損面積の想

定について説明すること。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 12 

・第 287 回 資料 1-1 別紙 12 

48 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

29 第 269 回 

運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故に当たり、途

中出力から評価した場合に厳しいものがないか説明する

こと。 

・第 281 回 資料 1-2 別紙 9 

49 32 炉心等 ― 第 269 回 
出力ピーキング係数に関し、燃料集合体を 75 体とした場

合について説明すること。 

・第 281 回 資料 1-1 別紙 10 

50 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

崩壊熱の評価に関し、燃焼期間・燃料重量の具体的な数

値を明示すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 7 

51 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

各事象の評価における燃料状態の設定の考え方について

整理して説明すること。また、ドップラ反応度等に関し、

燃料状態の設定の影響についても説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 8 

52 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

 

― 第 281 回 

出力上昇型の事象における実効遅発中性子割合の評価の

不確かさの影響について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 6 
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53 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

Ｓｕｐｅｒ－ＣＯＰＤに関し、その解析モデルを説明す

ること。その際には、熱出力の変更に伴う燃料の組織変化

の影響をどのように評価で考慮しているのか説明するこ

と。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 9 

54 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

事象のタイプごとに反応度係数の組み合わせの考え方を

整理して説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 6 

55 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

出力運転中の制御棒の異常な引抜きに対し、2 次ピーク

が現れるまでの事象推移、及び 2 次ピークが現れるメカニ

ズムについて説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 14 

56 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 281 回 

１次・2 次冷却材流量増大、主冷却器空気風量の増大に関

し、それぞれの流量/風量の設定値について説明すること。

また、主冷却器空気風量の増大に関し、入口空気温度の設

定値について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 20 

57 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

37 第 287 回 

燃料スランピング事故はステップ状の反応度投入事象を

想定したものとされており、現実的な想定か否かに係わら

ず、「常陽」の安全評価でもステップ状の反応度投入事象

について評価すべきである。 

・第 299 回 資料 1-3 本文、別紙 2、

別紙 6、別紙 20 

58 13、55 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止、一

次冷却系統設備 

47 第 287 回 

配管破損の想定規模「Dt/4」と LBB 評価の関係について

説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 16 

59 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

47 第 287 回 

小口径配管における 12t の設定の考え方を説明するこ

と。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 16 

60 13、55 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止、一

次冷却系統設備 

― 第 287 回 

1次冷却材漏えい量の低減機能である外管の敷設範囲（ド

レン系統を含む。）及び区画について説明すること。 

・第 305 回 資料 1-3 別紙 4 

61 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事
― 第 287 回 

漏えいナトリウムによる熱的影響の解析に用いた解析条

件について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 17 
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番

号 
条番号 項目 

関連 

番号 

審査 

会合 
コメント内容 対応状況 

故の拡大の防止 

62 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

既申請における１次冷却材漏えい事故におけるナトリウ

ム漏えい量の想定及び代表性について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 17 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 21 

63 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

プラント状態と格納容器のバウンダリ等の状態について

説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 17 

64 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 44 第 287 回 

局所閉塞事故時の対応に関し、「燃料破損検出系による検

知により、その燃料破損の程度が安全上問題となる前に、

十分な時間的猶予を持って、運転員は原子炉を停止する等

の適切な措置を講じることができる」ことについて、「燃

料破損検出系」、「安全上の問題」や「時間的猶予」の内容

を明確にすること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 19 

65 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

閉塞高さやガスジェット熱伝達率の設定について説明す

ること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 18 

66 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

燃料取替取扱事故の想定（附属水冷却池における取扱事

故）の代表性について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 21 

67 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

被ばく評価に使用しているインベントリ計算における収

率の設定について説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 21 

68 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 287 回 

被ばく評価に使用しているよう素の移行率の設定につい

て説明すること。 

・第 299 回 資料 1-3 別紙 21 

69 4、12 地震による損傷の防

止、安全施設 ― 第 287 回 

耐震重要度分類において、旧耐震 A クラスのうち、新耐

震 B クラスに位置付けられたものの安全機能重要度分類

について説明すること。 

・第 305 回 資料 1-2 別紙 2 

70 12 安全施設 
― 第 287 回 

重要安全施設について、規則解釈を踏まえ、動的機器・

静的機器の長期・短期での単一故障想定の考え方について

説明すること。 

・第 299 回 資料 1-2 別紙 3 
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71 4,12、

59 

地震による損傷の防

止、安全施設、原子炉

停止系統 

― 第 287 回 

地震時の制御棒の挿入性について説明すること。  

72 12 安全施設 
― 第 299 回 

発電炉の指針と試験炉の指針に基づく安全機能重要度分

類について、どのような場合に、どちらに倣うのか等の具

体的な考え方を明確にすること。 

・第 305 回 資料 1-4 

73 12、13 安全施設、運転時の

異常な過渡変化及び

設計基準事故の拡大

の防止 

― 第 299 回 

安全評価との関係について、「１次冷却材漏えい事故」で

は、格納容器（床下）が窒素雰囲気であること、また、当

該エリアに床ライナがあることが前提となっており、これ

らの機能について、安全機能重要度分類の考え方を説明す

ること。 

・第 305 回 資料 1-4 別紙 3 

74 12 安全施設 

― 第 299 回 

「閉じ込め」、「遮蔽」、「放出低減」を一つの機能として

纏めている『発電炉指針』に対して、これらを異なる機能

として分割した具体的な考え方や定量的な評価について

説明すること。 

・第 305 回 資料 1-2 別紙 2 

75 12、50 安全施設、原子炉制

御室等 ― 第 299 回 

「制御室外からの安全停止機能」について、施設の機能、

原子炉停止後の操作、プラントの挙動を具体的に説明する

こと。 

 

76 12 安全施設 
― 第 299 回 

「燃料プール水の補給機能」を MS-3 に分類していること

について、液位低下の猶予期間の評価の具体的な内容を説

明すること。 

・第 305 回 資料 1-4 別紙 3 

77 12 安全施設 
42 第 299 回 

アニュラス部排気系のダクトの単一設計となっている箇

所に関し、長期・静的に係る単一故障の仮定を除外してい

る理由について説明すること。 

・第 305 回 資料 1-5 別紙 3 

78 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 299 回 

「燃料スランピング事故」における反応度添加量を 20￠

に設定した根拠について説明すること。 

・第 305 回 資料 1-6 別紙 20 

79 13、55 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止、一

次冷却系統設備 

 

－ 第 299 回 

「１次冷却材漏えい事故」において想定しているドレン

系統の小口径配管の破断について、その代表性を説明する

こと。 
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80 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

61 第 299 回 

「１次冷却材漏えい事故」時の熱的影響評価について、

使用した計算コード、漏えいした冷却材の初期温度、ナト

リウム燃焼率の初期値の設定根拠を説明すること。 

 

81 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

44 第 299 回 

原子炉を安全に停止する観点で、保安規定に定める燃料

破損検出系の運転上の制限値の妥当性を説明すること。 

・第 305 回 資料 1-6 別紙 19 

82 12 安全施設 

― 第 305 回 

環境条件の想定における中性子照射量の設定に関し、想

定した炉心、これまでの炉心の照射履歴及びＭＫ－Ⅲ炉心

から装荷した遮へい集合体による影響、並びに炉内燃料貯

蔵ラック内の燃料による影響について定量的に説明する

こと。 

 

83 12 安全施設 ― 第 305 回 
中性子照射量の計算結果に関し、実測値を用いた計算の

検証についても説明すること。 

 

84 12、53 安全施設、多量の放

射性物質等を放出す

る事故の拡大の防止 

― 第 305 回 

原子炉冷却材バウンダリの試験又は検査に関し、第 53 条

において冷却材漏えいに伴う液位喪失のシーケンスがあ

ること、及び高速炉の特徴によりエルボ部の破損が想定さ

れることを踏まえた検査の考え方を説明すること。 

 

85 12 安全施設 ― 第 305 回 
リークジャケットにおける健全性確保の考え方を整理し

て説明すること。 

 

86 12 安全施設 ― 第 305 回 
逆止弁における健全性確保の考え方を整理して説明する

こと。 

 

87 12 安全施設 77 第 305 回 
アニュラス部排気ダクトの修復に関し、具体的な対応を

説明すること。 

 

88 4、8 地震による損傷の防

止、火災による損傷

の防止 
― 第 305 回 

１次ナトリウム純化系、１次オーバフロー系及び１次ナ

トリウム充填・ドレン系が耐震Ｂクラスであることに対

し、Ss 相当の地震によりこれらが破損し、放射性物質を含

む冷却材が格納容器内に放出される状態の考え方を説明

すること。 

 

89 4、8 地震による損傷の防

止、火災による損傷

の防止 

 

― 第 305 回 

窒素雰囲気の維持機能に係る施設の耐震重要度の考え方

を説明すること。 
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90 4、8 地震による損傷の防

止、火災による損傷

の防止 

― 第 305 回 

２次ナトリウム純化系、２次補助冷却系及び２次ナトリ

ウム充填・ドレン系が耐震Ｂクラスであることの妥当性を

説明すること。 

 

91 4 地震による損傷の防

止 
― 第 305 回 

耐震Ｂクラス施設のうち、波及的影響等で耐震Ｓクラス

相当のものとして取り扱うものを明確にすること。 

 

92 4 地震による損傷の防

止 
― 第 305 回 

原子炉カバーガス等のバウンダリが耐震Ｂクラスである

ことの妥当性を説明すること。 

 

93 13 運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事

故の拡大の防止 

― 第 305 回 

燃料破損検出計による異常検知時の対応を資料に記載す

ること。 

 

          前回までに説明済       今回説明範囲 

 


